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子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

市
税
の
口
座
振
替
は
、
指
定
の

預
・
貯
金
口
座
か
ら
、
各
納
期
限

の
日
に
各
種
の
税
を
自
動
的
に
納

付
す
る
制
度
で
す
。

　

忙
し
い
方
や
不
在
が
ち
の
方
に

は
、
納
め
忘
れ
の
心
配
や
金
融
機

関
な
ど
に
出
向
く
手
間
が
省
け
る

た
め
、
大
変
便
利
な
制
度
で
す
。

　

口
座
振
替
が
で
き
る
市
税
は
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
（
普
通
徴
収
分
）
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

（
普
通
徴
収
分
）
で
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の
年

金
天
引
き
分
は
、
普
通
徴
収
へ
の

変
更
手
続
を
す
る
こ
と
で
口
座
振

替
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
市
・
都
民
税
の
年
金
天
引
き

分
は
、
口
座
振
替
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

金
融
機
関
で
申
し
込
み
後
、
手

続
き
完
了
ま
で
に
、
１
か
月
半
ほ

ど
か
か
り
ま
す
。
申
込
用
紙
（
口

座
振
替
依
頼
書
）
は
、
市
内
の
金

融
機
関
の
窓
口
に
も
備
え
て
あ
り

ま
す
。
市
外
の
金
融
機
関
で
お
申

し
込
み
の
方
は
、
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
課
窓
口
で
も
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。
申
し
込
み

後
、
手
続
き
完
了
ま
で
に
、
２
週

間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
預
・
貯
金

口
座
名
義
人
が
口
座
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
は
、
継
続

検
査
（
車
検
）
用
納
税
証
明
書
の

送
付
に
納
期
限（
５
月
末
）後
２
週

間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
６
月

車
検
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

納
税
課
管
理
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
５
）

３８７

　

６
月
４
日
（
土
）
に
開
催
す
る

黄
金
井
名
物
市
を
一
緒
に
作
り
上

げ
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

委
員
会
は
２
月　

日
（
水
）
か

１７

ら
、
月
に
１
・
２
回
、
夜
間
に
開

催
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
平

成　

年
２
月
１
日
現
在　

歳
以
上

２８

１８

の
方

募
集
人
員　
　

人
程
度
（
多
数
抽

１０

選
）

申　

込　

２
月　

日
ま
で
に
、
電

１５

話
で
商
工
会
（
☎　

儿　

儿
８
７

０４２

３８１

６
５
）
へ
。

 　

４
月
２
日
（
土
）
、
３
日
（
日
）

に
都
立
小
金
井
公
園
で
開
催
す
る

小
金
井
桜
ま
つ
り
に
出
店
し
ま
せ

ん
か
。

出
店
条
件　

▽
市
内
商
店
会
、
飲

第　

回
小
金
井
桜
ま
つ
り

６２
新
規
出
店
者
募
集

料
組
合
、
商
工
会
等
に
加
入
し
て

い
る
こ
と　

▽
飲
食
関
係
は
食
品

衛
生
責
任
者
再
教
育
・
実
務
講
習

会
Ａ
を
受
講
済
み
で
あ
る
こ
と

（
受
講
し
て
い
な
い
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
）

※　

そ
の
他
詳
細
は
応
募
し
た
方

に
説
明
し
ま
す
。

申　

込　

２
月　

日
ま
で
に
、
フ

１０

ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
「　
６２

桜
ま
つ
り
出
店
希
望
」・
住
所
・

店
名
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
フ
ァ

ク
ス
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
観
光
協
会
（
☎　

儿　

儿
３
９

０４２

３１６

８
０ 
　

儿　

儿
３
９
８
１
死in

０４２

３１６

fo
@
ko
gan
ei-kan

ko
.jp

）
へ
。

 
募
集
内
容　

▽
ポ
イ
ン
ト
方
式
に

よ
る
募
集
（
家
族
向
け
の
み
）
▽

単
身
者
向
け
・
単
身
者
用
車
い
す

使
用
者
向
け
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住

宅　

▽
事
業
再
建
者
向
け
定
期
使

用
住
宅

申
込
書
等
配
布　

２
月
１
日

（
月
）
～
９
日
（
火
）
に
、
ま
ち

FAX
都
営
住
宅
入
居
者
募
集

づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
５
階
）
、
管
財
課
（
市
役
所
本

庁
舎
１
階
）
、
夜
間
・
休
日
は
施

設
管
理
室
（
同
１
階
）
で
配
布
す

る
ほ
か
、
配
布
期
間
中
に
限
り
、

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.to
-ko
u
sy

a
.o
r.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

そ
の
他　

募
集
内
容
・
申
込
資
格

等
詳
し
く
は
、
「
都
営
住
宅
募
集

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

２
月　

日
（
必
着
）

１２

ま
で
に
、郵
送
で
渋
谷
郵
便
局
へ
。

問
合
先　

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
）
都
営
住
宅
募
集

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０１０

　

＝
２
月
２
日
～　

日
、
☎　

儿

８１０

１０

０３

３
４
９
８
儿
８
８
９
４
）
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
住
宅
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
６
１
）

３８７
 　

児
童
・
生
徒
が
抱
え
る
多
様
な

課
題
の
解
決
に
向
け
、
教
育
の
分

野
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
に
関
す

る
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
期
間　

４
月
１
日
～
平
成　
２９

年
３
月　

日
３１

報　

酬　

１
時
間
２
千
円
（
交
通

費
は
支
給
し
ま
せ
ん
）

応
募
資
格　

社
会
福
祉
士
の
資
格

を
有
す
る
方
（
取
得
見
込
不
可
）

募
集
人
数　

若
干
名
（
書
類
・
面

接
に
よ
る
選
考
）

申
込
方
法　

２
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
社
会
福
祉
士
資
格
証

の
写
し
を
添
え
て
指
導
室
指
導
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
７
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
７
７
）
へ
。

 　

同
喫
茶
棟
は
、
３
月　

日
で
、

３１

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
募
集

市
立
は
け
の
森
美
術
館

喫
茶
棟
の
営
業
を
一
時
休
止

営
業
を
一
時
休
止
し
ま
す
。
営
業

再
開
時
期
は
未
定
で
す
が
、
決
定

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

文
化
推
進
係
（
☎　

儿　

儿
９
９

０４２

３８７

２
３
）

 　

蔵
書
点
検
の
た
め
、
図
書
館
本

館
・
各
分
室
を
次
の
期
間
休
館
し

ま
す
。

期　

間

▽　

本
館
・
別
館
・
前
原
町
西
之

台
会
館
図
書
室
＝
２
月　

日
１８

（
木
）
～　

日
（
火
）

２３

▽　

緑
分
室
＝
２
月　

日
（
火
）

２３

～　

日
（
金
）

２６

▽　

東
分
室
・
貫
井
北
分
室
＝
２

月　

日
（
水
）
～　

日
（
金
）

２４

２６

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）

３８３
 　

イ
ラ
イ
ラ
に
振
り
回
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
自
己
肯
定
感
を
育
む
子

育
て
や
親
育
ち
の
ヒ
ン
ト
を
、
主

夫
経
験
を
も
つ
父
親
の
視
点
か
ら

お
話
し
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
水
）
午
前

２４

　

時　

分
～　

時　

分

１０

１５

１１

４５

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
１

階
Ａ
会
議
室

講　

師　

関
戸
博
樹
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
日
本
冒
険
遊
び
場
づ
く
り

協
会
理
事
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（　

人
。
２

１５

月
１
日
か
ら
要
事
前
申
込
）

申　

込　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

保
育
の
希
望
の
有
無
（
希
望
す
る

場
合
は
子
ど
も
の
年
齢
・
性
別
）

を
明
記
し
、
小
金
井
子
育
て
・
子

図
書
館
特
別
休
館
の

お
知
ら
せ

講
演
会
儿
自
分
の
「
怒
り
の

ス
イ
ッ
チ
」
を
知
ろ
う
！
主

夫
に
な
っ
た
パ
パ
が
み
つ
け

た
育
児
ス
ト
レ
ス
と
の
つ
き

あ
い
方

育
ち
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

事
務
局
・
水
谷
（
☎　

儿
６
４
８

０７０

８
儿
５
７
３
１
死ko

ga
n
ei.k.k

.n
etw
k@
gm
ail.co

m

）
へ
。

 　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
依
頼
会
員

（
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
）
と

協
力
会
員
（
お
手
伝
い
を
し
た
い

方
）
の
会
員
組
織
で
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月　

日
（
土
）
午
前

２０

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象

▽　

依
頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、

原
則
生
後　

日
～
小
学
生
の
子

５７

ど
も
と
同
居
し
て
い
る
方

▽　

協
力
会
員
＝
援
助
活
動
に
関

心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方
（
登

２０

録
す
る
に
は
協
力
会
員
講
習
会

へ
の
参
加
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申　

込　

２
月
６
日
か
ら
、
電
話

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０
１

０４２

３２０

＝
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
へ
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委

員
の
審
査
に
付
し
た
う
え
で
、
市

議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
て
い
ま

す
。

　

市
の
平
成　

年
度
の
健
全
化
判

２６

断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
い
ず

れ
も
基
準
数
値
以
下
と
な
っ
て
お

り
、
健
全
な
範
囲
内
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
債
（
借
金
）
の
残
高
に
お
い

て
は
、
平
成　

年
度
末
は
約　

億

２３

３１５

円
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度

２６

末
に
は
約　

億
円
と
な
り
、
こ
の

２８２

う
ち
将
来
の
世
代
へ
の
負
担
の
先

送
り
と
も
い
え
る
特
例
債
（
赤
字

債
）
は
平
成　

年
度
末
の
約　

億

２３

１３５

円
か
ら
平
成　

年
度
末
に
は
約　

２６

１１３

億
円
と
な
る
な
ど
、
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
市
の
財
政
運

営
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

も
、
市
で
は
第
４
次
基
本
構
想
・

前
期
基
本
計
画
の
将
来
像
「
み
ど

り
が
萌
え
る
・
子
ど
も
が
育
つ
・

き
ず
な
を
結
ぶ　

小
金
井
市
」
を

実
現
す
る
た
め
、
数
多
く
の
事
業

が
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
当
然
、

多
く
の
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
収

入
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善

傾
向
が
続
く
中
で
、
現
時
点
で
は

一
定
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
今
後
は
少
子
高
齢
化
の
進
展

な
ど
に
よ
り
歳
入
の
増
加
を
見
込

む
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
、

財
源
確
保
が
非
常
に
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
市
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
ご
み
処
理
施
設
関
連
事

業
の
推
進
、
保
育
所
の
待
機
児
童

解
消
、
新
庁
舎
等
公
共
施
設
の
計

画
的
整
備
と
有
効
活
用
、　

武
蔵

ＪＲ

小
金
井
、　

東
小
金
井
両
駅
の
周

ＪＲ

辺
整
備
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

と
し
た
減
災
対
策
等
に
多
額
の
財

源
を
必
要
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に

社
会
保
障
関
連
経
費
の
自
然
増
が

続
く
な
か
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

対
応
の
た
め
に
取
り
崩
す
こ
と
が

で
き
る
財
政
調
整
基
金
が
枯
渇
状

態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
危
機
的
な

財
源
不
足
が
依
然
と
し
て
続
い
て

お
り
、
長
期
的
な
視
点
で
の
財
政

負
担
も
考
慮
し
な
が
ら
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
取
り
組
む
べ
き
行

政
課
題
の
優
先
度
を
明
確
に
し
、

さ
ら
な
る
財
源
の
確
保
と
歳
出
の

削
減
を
と
も
に
進
め
な
が
ら
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

〈
財
政
健
全
化
に
向
け
た 

市
の
取
り
組
み
〉

　

市
は
財
政
健
全
化
に
向
け
て
、

平
成　

年
度
に
策
定
し
た
第
３
次

２２

行
財
政
改
革
大
綱
（
以
下
「
大

綱
」
と
い
う
）
に
基
づ
き
、
歳
出

の
削
減
や
歳
入
の
確
保
な
ど
の
行

財
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
削
減
で
は
、
給
与
構
造

改
革
や
東
京
都
給
料
表
の
導
入
・

現
給
保
障
制
度
の
段
階
的
解
消
な

ど
に
よ
る
本
給
の
引
き
下
げ
、
住

宅
手
当
・
扶
養
手
当
等
の
引
き
下

げ
や
、
職
員
数
の
見
直
し
な
ど
、

職
員
人
件
費
の
適
正
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
た
結
果
、
平
成

　

年
度
決
算
ま
で
は　

％
を
超
え

１３

３０

て
い
た
人
件
費
比
率
が
平
成　

年
２６

度
決
算
で
は
多
摩　

市
平
均

２６

（　

・
８
％
）
ま
で
あ
と
一
歩
の

１４

　

・
６
％
に
ま
で
改
善
し
ま
し

１６た
。

　

歳
入
の
確
保
で
は
、
自
主
財
源

で
あ
る
税
収
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成　

年
度
課
税
分
か
ら
、
金
融

２５

機
関
等
の
窓
口
や
口
座
振
替
で
の

納
付
に
加
え
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
市
税
（
市
・

都
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税
）
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
を
納
付

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
市
窓

２６

口
で
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
な
ど
、
納
付
環
境
の
改

善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
市
が
保
有
す
る
低
未
利

用
の
土
地
の
売
却
な
ど
資
産
の
有

効
活
用
を
進
め
て
お
り
、
平
成　
２６

年
度
決
算
で
は
２
千
万
円
を
超
え

る
歳
入
の
確
保
や
小
金
井
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
導
入
等
あ
ら
ゆ
る
広
告
媒
体

を
活
用
し
広
告
収
入
の
拡
充
に
努

め
た
ほ
か
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
な
ど
、
新
た
な
財
源
確
保
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
綱
で
計
画
し
て
い
た

業
務
の
見
直
し
な
ど
の
取
り
組
み

が
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
な
い

こ
と
な
ど
、
計
画
に
遅
れ
が
出
て

い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
大
綱
に
掲
げ
た
目

標
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
（
地
方

公
共
団
体
の
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
示
す
比
率
）
に
つ
い
て
は
、
目

標
で
あ
る　

％
台
後
半
に
対
し

８０

て
、
平
成　

年
度
決
算
で　

・
５

２６

９４

％
と
な
り
、
財
政
健
全
化
の
た
め

の
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
今
後
の
市
の
取
り
組
み
〉

　

現
在
、
市
は
、
危
機
的
な
財
源

不
足
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
自
立
し
た

行
財
政
運
営
を
確
立
す
る
た
め
に

は
、
財
政
規
律
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
危
機
意

識
を
持
ち
、
わ
か
り
や
す
い
情
報

の
発
信
に
よ
る
課
題
の
見
え
る
化

と
共
有
化
、
理
解
と
尊
重
に
よ
る

課
題
解
決
を
め
ざ
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
財
政
健

全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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